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ＮＯ．５ 令和４年９月２１日 発行 

 
      修学旅行に行ってきました！！（６年生） 
 
  ９月１５・１６日、台風接近が心配されましたが、予定どおり修学旅行を実施することが

できました。昨年度は、新型コロナウイルス感染拡大により延期、および行先変更を余儀なく

されました。今年度の修学旅行は昨年度に計画を立てたので、コロナ対策を前提にして行先を

県内に限定しました。 

  １日目は、島原方面に出掛けました。まずは、島原鉄道。多比良駅

から貸し切り電車に乗って島原駅まで。途中、大三東駅で５分ほど

停車しました。海に一番近い駅ということで、ホームに降りると目

の前に有明海が広がっていました。ちょうど満潮の時刻と重なって、 

 子どもたちはこわごわ海中を覗き込みながら喜んでいました。また、

幸せの黄色いハンカチが多数はためいていて、地元の食品会社のＣ

Ｍ撮影もあっていました。島原駅に着くと、改札で切符切りの体験をしました。その後、駅の

２階のホールに上がり島原鉄道の紹介ＶＴＲを視聴してクイズも楽しみました。「線路の枕木

を止めているのは、①ねこ釘②くま釘③いぬ釘のどれか？」など、結構難しい問題が多かった

のですが、１０問中９問正解のグループがありました。最後に缶バッチづくりをして、記念に

持ち帰りました。 

  島原駅を後にして、バスで雲仙災害祈念館（がまだすドーム）へ。

お弁当を食べた後、映画や劇を見学しながら、時間まで過ごしまし

た。この日はとても暑かったのですが、天気は良く普賢岳や眉山が

目の前にくっきりと見えました。その後、旧大野木場小学校や砂防

みらい館を見学して、島原城に向かいました。島原城はあいにく改

修中で外観を見ることはできませんでしたが、場内の展示品や資料

を見ながら昔の時代に思いをはせることができました。 

  宿泊先は、島原シーサイドホテルです。島原港に近く、目の前

に眉山を、有明海をはさんで熊本や天草を見ることができます。

夕食の前にはホテル自慢のプロジェクションマッピングを楽し

むこともできました。あっという間に就寝の時間になりました

が、なかなか寝付けない子どもが多く翌日睡眠不足にならないか

と心配しました。それでも、２日目はほとんどの子どもたちが６

時前には起床し、元気にハウステンボスに出発しました。 

  入場前にクラスごとの集合写真を撮り、いよいよ班別行動で

す。この日は入場者がそこまで多くなく、どのアトラクションや

お店へも余裕をもって入ることができました。１日目に続きとて

も暑かったので、熱中症にならないよう水分補給と適度に休憩を

取るよう話しました。最後に、思い思いにお土産を買って帰校の

途につきました。バスの中では、ガイドさんから「島原の子守歌」

の歌詞に込められた思いや島原弁の紹介をしていただきました。

また、ビンゴゲームや作文ゲームを楽しむこともできました。 

  出発前に子どもたちへ「周りの友達の時間を奪わないように行

動しよう。」と話していました。ほとんどの子どもたちが自覚ある行動をとることができたと

思います。６年生は、次に小体会が待っています。本格的に練習も始まります。大きく成長で

きる２学期になることを期待しています。 



 ◇「特別支援教育」をご存じですか？ 
 

これは発達障害を含め、障害のあるすべての子ども

を対象とするものです。障害のある幼児児童生徒の自

立や社会参加に向けた主体的な取組を支援するという

視点に立ち、幼児児童生徒一人一人の教育的ニーズを

把握し、そのもてる力を高め、生活や学習上の困難を

改善または克服するため、適切な指導及び必要な支援

を行います。平成１９年４月から、「特別支援教育」が

学校教育法に位置付けられ、すべての学校において、

障害のある幼児児童生徒の支援を更に充実していくことになっています。 

 長崎県の小・中・義務教育学校には多様な教育の場があります。 

１ 特別支援学級における教育 

２ 通級指導教室における教育 

３ 通常の学級における特別支援教育 

（長崎県教育委員会リーフレット 「明るく元気に生き生きと」より） 

次回は、１の特別支援学級についてやや詳しくお伝えします。その後順番に少しずつ情

報をお伝えする予定です。 

  

    

 ◇今年も、図書を寄贈していただきました。 
  

 中村塗装様から、昨年度に続いて子どもたちに図書を

５７冊寄贈していただきました。西北小の子どもたち

は読書好きな子が多く、寄贈していただいた本も、ほと

んど貸出中になってしまいます。読書は子どもたちの

心を豊かにします。 

 中村塗装様に、心より感謝申し上げます。 

 

 

 

◇すべての授業でタブレットを！ 

 
一人一台の端末が整備され、現在すべての学年で活

用しています。これからの時代を生きる子どもたちに

とって、ICT は必須のアイテムになります。 

E ライブラリなどのＡＩドリルや検索機能、プレゼン

テーション機能など、多くの機能をもっている端末を

使って学習を進めています。そして、本校では校内研修

においても端末を活用した授業を行っており、すべて

の先生が授業を公開しています。子どもたちとともに、

私たちもスキルを上げて端末の有効な活用について研

修していきます。 

 

   


